
（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 30 （回答者数） 27

～ 2024年12月1日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

泉大津の祭や行事にアイリスの利用児童が参加できる形を模
索しひきつづき地域に根付いたイベントを開催できるように
検討します。

2

1階と2階に職員配置が分かれるので、より密で丁寧な連携を
図れるように努めます。

3

保護者同士で情報交換など話ができる機会を提供できるよう
にします。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学習や運動、SSTなど高学年に向けた内容を学べるように職
員研修の機会を作ります。

2

今後はイベントを複数日ご案内し、ご参加いただきやすいよ
うに調整いたします。

3

優先順位をつけながら設備の整理も行ってまいります。

地域資源を活かしたイベントを企画しています。 市内の公園や図書館、駄菓子屋などへの外出イベントを企画し
ています。

外部講師を招いての運動療育講座を行っています。

フロアを1階、2階に分けて活動しています。 年齢や発達段階に応じて取り組む課題も異なるので、それぞれ
が集中しやすい環境を準備しています。

保護者面談を定期的に行っています。 児発管とマネージャーを中心に、支援計画に関すること以外で
も、子育ての困り感や悩みを聞き取り適切な機関へつなげた
り、家庭でできることを伝えたりする機会を作っています。
また、その内容は記録に残し他職員への共有もしています。

間口の狭さや階段の段差が高いことなど、施設の設備が整って
いない面もあります。

昨年、フロアの工事を行い、フローリングに張り替えていま
す。そのおかげで運動療育はしやすくなったと思います。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

高学年の集団活動は室内だけでは内容の充実が難しいです。 室外での活動も検討していますが、人員の確保や送迎時間との
兼ね合いもあり平日は難しい現状があります。
休日のイベントを利用して補うことができればと考えていま
す。

イベント参加者に偏りを感じます。 イベント案内は全世帯へ行っています。対象年齢や開催日時な
どは限定的ですので、参加できない利用者の方もいらっしゃい
ます。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ILISCLUB泉大津

○保護者評価実施期間 2024年11月20日

○保護者評価有効回答数

2024年11月20日

事業所における自己評価総括表公表
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